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研究成果の概要：PC作業者が着目したPC画面内の箇所を正確に把握可能な視線情報の補正手法を提案した．提案
手法はPC作業者が着目した箇所の検出精度向上に寄与することを明らかにした．また，PC画面に表示された文章
に対する着目時間を，スクリーンショット画像から推定する機械学習モデルを作成し，提案する機械学習モデル
が作業者の着目時間を推定できる可能性があることを明らかにした．

研究分野： 情報工学

キーワード： アイトラッキング　黙読　日本語文章　機械学習　CNN

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
提案する補正手法を用いることで，PC画面内の視線の動きをより正確に把握することができる．提案手法は，精
度が低いデバイスの精度向上が可能であるため，低コストな視線計測機器の普及に寄与すると考える．また，提
案手法は視線情報を用いる類似研究に適用可能な技術である．一方，提案する着目時間の推定モデルは，文章の
読み飛ばしを検出できる可能性があるため，視線解析技術の進展に貢献できる．

奨励研究

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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様 式 Ｃ－４１ 
 

 
１．研究の目的 
 
文章の校閲作業を行う能力は，論文，レポート等を作成するうえで必要不可欠である．また，

効率的で見逃しの少ない校閲(習熟した校閲作業)には，多くの経験が必要である．このため，
習熟した校閲作業を遂行する人材の育成には多くの時間がかかり，指導者が繰り返し文章の校
閲作業を行う労力が必要とされる．これらの問題を改善するためには，習熟した校閲作業を伝
承可能とする機械学習モデルの構築が有効であると考える．ここで，文章中の着目すべき箇所
を取捨選択することは，習熟した校閲作業を行うために必要な要素の一つである．したがって，
習熟した校閲作業の最中に着目された箇所を学習した機械学習モデルを作成し，校閲作業に習
熟していない人に対して，文章中の着目すべき箇所を提示可能とすることは，習熟した校閲作
業の伝承に寄与する．そこで本研究では，PC画面上の文章黙読作業を対象とし，文章内容を効
率的かつ見逃し無く黙読するための支援システムの開発を目的とする．このため，作業者が着
目すべき箇所を提示可能な機械学習モデルの開発に関して検討を行った．具体的には，(1)作業
者が着目した箇所を正確に把握するために，視線情報の補正手法に関する検討，ならびに(2)PC
画面内の各領域に対する着目時間(停留時間)を推定するため，機械学習モデルを作成し，モデ
ル構築の可能性を探った． 
 
２．研究成果 
 
検討(1) 
アイトラッカーから取得された視線情報を，射影変換に基づいて補正する手法を提案した．提
案手法は，はじめに，改行運動(行末から次の行頭に動く視線)を検出し，視線情報を各行ごと
に分割する．次に，各行が表示された位置に合わせて視線情報の射影変換を行うことで，補正
処理を実施する．提案手法の有用性を検証するため，被験者 3 名に対して，3 行または 4 行の
日本語文章 3種類を提示し，視線情報を取得した．無補正の場合を比較手法とし，着目された
文字の検出精度を示す F値を比較した．検証結果を図 1に示す．無補正の場合は F値が約 0.26
であることに対して，提案手法の F値は約 0.39 を示した．したがって，提案手法を用いること
は，無補正の場合よりも正確に，被験者が着目した箇所を取得可能であることを明らかにした． 
検討(2) 
教師データを以下の手順で作成した．はじめに，文章を表示した PC画面のスクリーンショット
画像を用意した．次に，画像を正方形の小領域に分割した．小領域の大きさは提示文字２文字
分である．最後に，各小領域に対して，正解ラベルを付与した．正解ラベルは，その小領域の
中心領域に対して，被験者の視線が留まっていた時間(停留時間)である．被験者 20 名分の画像
データ 19,950 枚を用いて，CNN に基づく回帰モデルを学習した．使用した回帰モデルは画像分
類タスクに対して事前学習済みの GoogLeNet を転用し，回帰タスクのために出力層のみを変更
したモデルである．なお，損失値が最小値となったエポック数 27 における学習モデルを採用し
た．学習に伴う損失値の推移を図 2に示す．さらに，回帰モデルにおける停留時間の推定誤差
は 0.24 秒程度であることが示された．目標は 0.1 秒程度の推定誤差であり，提案手法は目標よ
りも大きい誤差となった．しかしながら，提案手法を用いることで，画面内の各領域に対して
着目すべき時間を推定でき，読み飛ばしを検出できる可能性があることを明らかにした． 
 

  図 1．検討(1)補正手法別の検出精度    図 2．検討(2)CNN 回帰モデルの学習の推移 
(エラーバーは標準偏差を表す)  

最小の損失値:0.0296
(検証データ, 27エポック)
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